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「ライバル」 

校長 清水 裕径 

 

9月13日から世界陸上が始まりました。陸上競技界では、オリンピックに次ぐ大きな大会で、テレビでも放映されて

いるので、陸上競技に馴染みが薄い人でも見たことがあるかもしれません。特に、今年の大会は「東京」での開催とい

うこともあり、より身近に感じている人も多いかと思います。高校時代に陸上部に所属していた私としては、地元東京

でどんな高記録が出るのか、とても楽しみにしています。 

実は、世界陸上が東京で開催されるのは、今回が初めてではありません。34年前の1991年にも、国立競技場を舞台

に、世界中のトップ選手が集まり、数々の熱戦が繰り広げられました。私は連日テレビで観戦していたのですが、その

中に忘れられない歴史的な一戦がありました。 

1991 年東京大会に出場していたのが、当時のスーパースターだったカール・ルイス。彼は、オリンピックで 100m、

200m、走り幅跳びの3種目で金メダルを獲得、4×100mリレーのメンバーだったアメリカチームの金メダルを足すと

「オリンピック４冠」を達成する絶対王者でした。中でも走り幅跳びは彼にとって得意な種目で、なんと 10 年間、65

回の大会で一度も負けたことがないほどでした。 

1991年の東京大会でも、ルイスは100mで9秒86という当時の世界記録で優勝し、その数日後に行われた走り幅跳

びでも「ルイスの優勝は間違いないだろう」と思われていました。実際、1回目の跳躍で8m68cmという、優勝しても

おかしくない大ジャンプで首位に立ちます。4 回目の跳躍では、追い風参考記録ながら、更新は難しいと考えられてい

た世界記録を超える8m9１cmを記録し、他の選手を引き離します。「ああ、今回もキング・ルイスの圧勝か」と誰もが

思っていました。 

この大会には、アメリカからもう一人、マイク・パウエルという選手が出場していました。彼もまた、世界トップク

ラスの実力者でしたが、いつもルイスの影に隠れ「ナンバー２」の座に甘んじていました。この日も2回目に8m54cm

を跳ぶもルイスの記録には及ばず、4回目の跳躍が終わった時点で 2 位。「また２番で終わるのか？」「あの男がいる限

り、俺は永遠に勝てないのか？」そんな思いが彼を支配しかけていました。 

しかし、その時、彼は考えたそうです。「カール・ルイスという、とてつもないライバルがいる。彼が今、目の前で人

類の限界を超えようとしている。そんなすごい時代に、俺は生きている。彼と戦える場所に、俺はいるんだ。こんなに

幸せなことはないじゃないか！」 

5 回目の跳躍のために助走路に立ったパウエルの目は「ルイスを超えてやる！」という気合いに満ちていました。力

強い助走から完璧な踏み切り、美しい空中姿勢、そして砂場に着地した瞬間、競技場がどよめきました。9mを超えてい

るのではないかと思える大きな跳躍に、パウエル本人も手ごたえを感じ、記録が表示される電光掲示板に注目します。

しばらくして表示された記録は「8ｍ95」。新しい世界記録が誕生し、パウエルが王者ルイスを超えた瞬間でした。 

この勝負、パウエルが世界記録で優勝しましたが、ルイスも6回の跳躍のうち４回が8m80超えという、驚異的な記

録を残しています。もしルイスが平凡な記録しか出していなかったら、パウエルは世界記録を出すことはできなかった

のではないでしょうか。ルイスが世界記録レベルのパフォーマンスでパウエルを極限まで追い詰めたからこそ、パウエ

ルは限界を超えることができたのです。マイク・パウエルは、カール・ルイスという最高のライバルがいたからこそ、

世界一のジャンパーになることができたと言えるでしょう。 

「ライバル」という、自分よりも少し先を走っている人の存在が、時として大きな力を与えてくれることがあります。

競い合っていると、焦ったり、悔しいと思ったりすることもありますが、同時に「もっと頑張ろう！」というエネルギ

ーをもらい、自分をより高いステージへと引き上げてくれる存在にもなります。さらなる成長のためにも「ライバル」

はとても重要な存在なのです。皆さんには「ライバル」がいますか？ 

 

ちなみに、マイク・パウエルが跳んだ8ｍ95という世界記録は、34年経った現在も破られていません。このような偉

大な記録が東京で生まれたことが、またうれしいですね。 

小金井第二中学校 
令和７年９月１６日発行   

小金井市立小金井第二中学校 

校 長 清水 裕径  

HPアドレス https://dai2-js.koganei.ed.jp/ 
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・ 本年度も杉並公会堂での開催となります。生徒はお弁当持参となります。 

・ 会場への往復交通費(往復で460円)については、交通系 ICカードチャージにて、 

前日までにご用意をお願いいたします。 

・ 保護者席が狭いため、鑑賞席は学年での入れ替えとなり、出場時間帯のみの鑑賞となります。 

【数学科 産休代替教員について】 

 ３年４組担任の 大城 華那子 主幹教諭が９月２３日より産休となり、谷口 聡一郎 教諭が授業を担当すること

になりました。３年４組担任は、３学年主任の 本木 沙知恵 主任教諭が担当になります。 

 

【令和８年度入学生(現在小学校６年生)向け 新年度保護者説明会について】 

今年度は１２月１２日(金)午後の開催を予定しております。詳細が決まりましたら、学区となる小学校には小学校の

担任の先生を通じてお知らせいたします。また、国立私立小学校、転居等で現在は本校の学区にお住まいでない方にも

ご覧いただけるよう、準備ができ次第ホームページなどで周知いたします。 

※学校の生活などの詳しい様子につきましては、学校ホームページをどうぞご覧ください。

写真を含め、見やすい構成・できるだけ更新頻度を高めるよう心掛けております。右側の二次

元バーコードよりご覧いただけます。 

今後の行事予定 

9月1８日 木 専門委員会〈前期納め〉 ５日 日  

１９日 金 評議委員会〈前期納め〉 朝読書なし ６日 月 生徒会朝礼 安全指導  朝読書なし 

2０日 土  ７日 火 朝読書なし 

2１日 日  ８日 水 朝読書なし 

2２日 月 生徒会朝礼 安全指導 ９日 木 朝読書なし 

2３日 火 移動教室（２年） 秋分の日 10日 金 朝読書なし 

2４日 水 移動教室（２年）      朝読書なし 11日 土  

2５日 木 移動教室（２年）      朝読書なし 12日 日  

2６日 金 振替休業日（２年）     朝読書なし 13日 月 スポーツの日 

2７日 土  14日 火 全校朝礼            朝読書なし 

2８日 日 修学旅行（３年） 15日 水 朝読書なし 

２９日 月 修学旅行（３年）      朝読書なし 16日 木 ３年 第２回進路説明会 

３０日 火 修学旅行（３年）      朝読書なし 17日 金 朝読書なし 

10月１日 水 
振替休業日（３年） 

４時間授業(市教研)     朝読書なし 
18日 土  

２日 木 専門委員会〈後期開始〉 朝読書なし １９日 日  

３日 金 評議委員会〈後期開始〉 朝読書なし ２０日 月 音楽祭(杉並公会堂) ※弁当持参 

４日 土  ２１日 火 避難訓練 

 

１０月２０日（月）音楽祭について 


